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２．対象・目的・内容
農作物被害を発生させて

年

いる特定外来生物の捕獲駆除、有害鳥獣駆除及びシカ捕獲に係る活動への補助及び狩猟期
中のシカ捕獲に係る負担金の支払い

事 業 概 要

西脇猟友会有害駆除班の有害鳥獣駆除活動に対するもの
事業の対象

（誰・何を）

有害鳥獣

度

駆除には銃器等使用の許可取得者でないと実施できず、有害駆除班に活動を依頼する。猟友会は山の状況
事業の目的 も把握しており、効率的に活動し、農作物被害の縮小が期待でき、農家の経営安定が図られる。

（どういう

　

状態

にするために)

有害駆除班に銃器、わなによる有害鳥獣駆除活動を依頼する。あわせて活動への支援を行う。
事業の内容

（どういう内容

を行うのか)
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平成 算

ーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
有害鳥獣による農作物への被害を軽減するためにも、当該事業は継続的に実施していく必要がある。

評 成果を鑑みると、捕獲頭数の実績が農地被害面積の減少へとつながっており、効

事

果的に事業が実施できているもの

説 明 と判断した。

価 防護柵等他の事業と連動して、農作物被害の軽減と農家等の経営安定に努めることのできる事業として、継続実施
と判断する。

業の概要説明

５．事業の実績・目

書

標

指 標 名 駆除活動人数

（
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説 明 や 数 式 猪45頭　鹿60頭　ヌートリア70頭　アライグマ60頭　　捕獲総数235頭
成 果

年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 300 395 235 295

度

実 績 値 134 166
① 経 費 （ 千 円 ） 4,738 5,972

単位当たりのコスト 35.36 35.98

指 標 名 単　位
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）

単位当たりのコスト

有害鳥獣の駆除を実施することにより、農作物被害を最小限にくい止め、農家及び営農組合の経営安定化を図るこ
実績・成果 とができた。

【捕獲実績】(Ｈ24)　134頭     (Ｈ25)　1

当

66頭
等 の 説 明 【被害面積】(Ｈ24)　1,520ａ   (Ｈ25)　1,279ａ

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの相手方 4 受益者負担の適切さ

初

5 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
鳥獣による農作物の被害が増えれば、農家の鳥獣被害対策は大きな負担となる。また、生産意欲の減退につながり

評 、耕作放棄地の増加につながりかねない。

説 明 よって、市

予

は責任を持って、有害駆除班や農家と綿密に連携し、駆除を継続していくべきである。
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評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 4
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